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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学改革として推進されてきた国際化とその対応を担ってきた大学の中
央管理部門の組織構造との間の関係性を見出した。国際化推進を支援する政府の補助金事業採択大学を対象とし
て事例研究を行い、個々の大学における対応組織の変遷と現状課題の共通点や違いをもたらす要因を分析するこ
とにより、組織構造と国際化進展には一定の関係性があることが示唆された。また、海外調査により大学間の国
際連携においては社会へのインパクトを目指す世界のトレンドによって、国際化の目的が変化しつつある現状を
確認し、そのような新たな目的に対する組織的対応として国際系組織の役割が多様化し、その結果機能分化が一
部で確認された。

研究成果の概要（英文）：This study suggests the relationship between the organisational structure in
 the central administration department and the progress in internationalisation which has been 
promoted as university reform. The deep case studies of universities engaging in 
internationalisation initiatives through grant programmes identified factors that lead commonalities
 and differences between the process of restructuring and remaining issues in those case 
universities. In addition, the study on overseas universities and literature on internationalisation
 confirmed that the purpose of internationalisation is changing in a global trend towards bringing 
societal impact by international collaboration between universities. The study also shows the role 
of international offices/unit/centres has diversified as an institutional response to such global 
engagement and their functions are dispersed, shifting from the integrated structure in some cases.

研究分野：高等教育学、経営学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国における大学国際化は補助金事業によりモデル事例を作り、大学間で共有ながら推進してきたといえる。
大学の中央管理部門は大学改革の下、組織的意思決定とリーダーシップ強化を国際化対応の中心におき、ガバナ
ンスのあり方に配慮しながら国際系組織の効果的な構造構築を図ってきた。これまで研究には見られなかったそ
の組織編成プロセスを明らかにすることにより、国際化進展に影響を与える組織構造における重要な要素と制度
的条件について示唆を得た。また、海外大学との比較により、わが国の国際化推進のための組織構造上の課題を
指摘することができた。これらの分析結果は論文として広く国際的に発信し、社会と共有することとしている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 
 わが国では、1980年代より高等教育政策として大学の国際化が推進されており、現在に至るま
で、教育の国際化を中心に豊富な研究が蓄積されてきた。他方、国際化は大学改革として推進さ
れてきた経緯から、個別の大学ではそのマネジメント手法の開発にも注力されている。国際化は
Knight（2004）、Hudzik（2011）の代表的な定義に示されるように、大学の全構成員によるす
べての活動に国際的な要素を取り入れるプロセスであるとすると、極めて大きな組織改革とな
る。各大学における国際化の意義や個々の取り組みをいかに大学としてマネジメントし、組織的
に遂行できるかに改革のスピードと成否の鍵があると考えており、ここに本研究の核心となる
問いを設定した。 
 
 
２． 研究の目的 

 
国際化は大学の主要機能である教育・研究・社会貢献すべてに含まれる横ぐしの要素である。
しかし、多くの大学ではこれらの主要機能は理事・副学長間で担当が分かれ、それぞれの担当理
事の下で関連する国際化に係る意思決定や取り組みが行われるケースが多くみられる。加えて、
わが国の大学では、国際系の組織が事務系、教員系を含め複数存在することが多く、国際化に関
する全学的な意思決定プロセスを迅速に行うことが難しい複雑な組織構造が見られる。 
本研究は、国際化に向けた大学改革推進において中核となる国際オフィスを始めとする国際
系組織を分析の対象とし、組織構造や機能における課題を明らかにし、わが国の大学の国際化加
速に向けた組織の在り方を考察することを目的とした。 
 
 
３． 研究の方法 

 
本研究では、国際系組織を対象に経営学的アプローチから事例研究を行った。 
まず、文献調査では、大学の組織内部の構造や組織の特性にかかる基本的な概念と理論を把握
するとともに、欧米を中心に大学改革による組織マネジメントや組織変革に関する先行研究を
整理した。また、関連資料として、大学国際化を推進する過去から現在進行中の補助金事業につ
いて、申請書、報告書およびアーカイバルデータを整理して分析した。さらに主として対象大学
が公表するビジョン、事業計画書、報告書など国際化に関する各大学の取り組みやアプローチが
把握できる資料の収集と分析にあたった。 
これらの文献調査および分析に基づき、まずは各種補助金事業の評価に基づき、調査対象大学
の中から 2 大学を対象にパイロットスタディ―を実施した。当調査に基づき、対象全大学に対
して実施する半構造化インタビューのプロトコルを作成し、リサーチデザインを行った。 
加えて、国際的な大学間連携も国際化の具体的な取り組みであり、とりわけエラスムスプログ
ラム等で長年にわたって大学としての国際化および国際事業のマネジメントに取り組む欧州の
大学を対象として対応組織の構造について調査を実施した。 
 
 
４． 研究成果 
 

 本研究では、大学改革としての国際化推進を組織内部の構造に焦点を当てながら多面的に検
討した。 
（１）マネジメント上の課題と対応 
対象とする国内大学の調査からは、大学内の活動全てにまたがる国際化の取り組みをいかに
組織的に束ね、意思決定を行うのかが現在もなお中央管理部門における最大の課題であること
が窺えた。対象大学の大半で国際化の取り組みをプロジェクトとして教育、研究とも一元的に推
進するために、高いスキルを備えた専門人材を新規組織に配置する組織体制がとられた。このこ
とによりプロジェクトとしては一定の成果を上げているが、他方、中央管理部門の他の組織の関
与や国際化への意識づけという点では課題が見られた大学もあった。 
（２）ガバナンスと組織構造 
対象の多くの大学で国際化推進のために新規に設置された組織の大学としての意思決定ガバ
ナンス内での位置づけについても当該組織の機能の有効性との関係性が示唆された。そのよう
な組織が有する構造や機能と配置される人材の機能との関係性に、課題と国際化推進の鍵があ
ることが確認できた。さらに、大学によって国際化を大学のビジョンにどのように位置づけてい
るか、現状としてビジョンと国際化に対応する組織構造の関係性から窺える点があったことも



重要な成果の一つである。詳細は現在論文にまとめているところであるが、これらの命題を今後
さらなる実証研究として深めていくこととしている。 
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